
山口県宅老所・グループホーム協会 

第４回 理事会議事録 

１ 開 催 日 時  平成 28 年 8 月 8 日（月） 午後 2 時～午後 4 時 45 分  

２ 会 場  山口県セミナーパーク 研修室２１８ 

３ 理 事 総  数  13 名 

４ 出 席 者 数  11 名 （岡屋会長・山本副会長・久保田理事・安藤理事・嶋田理事・古城理事・

山田理事・岡安理事・河口理事・長弘理事・中西理事） 

  欠席理事数   2 名（小川理事・坂本理事） 

  出 席 監 事   2 名（村山監事、村上監事） 

  欠 席 監 事   1 名（高津監事） 

  他          1 名（事務局 松井 ） 

  議 長：山本副会長   

  議事録署名人：村山監事、村上監事 

  議事録作成人：事務局 

 

【会長挨拶】 

 横の連携（ブロック間）、縦の連携（全国 GH 団体連合会への加入）を深め、各事業所の意見を

国、厚生労働省へ訴えていきたい。 

 新たに加入された理事には活発に活動頂きたい。理事会成立には過半数以上の出席が必要であ

るので理事の方には積極的な活動・参加をお願いしたい。 

 

【議事】 

議長に山本副会長、議事録署名人に村山監事、村上監事が選出され議事に入る。 

議案第１号 報告事項    

（1）各部会 

①研修部会 

 実践リーダー研修については本日時点の申込者数は２１名。市町経由での申し込みは今か

ら来るが定員に満たない場合は追加募集をする。 

 9 月 22 日の実践リーダー研修既習者のフォローアップ研修については、認知症患者の踏

切事故を題材に周南市の通山弁護士に打診する。 

②学習部会 

 第 1 回学習会 9 月 16 日（金）13 時 30 分〜16 時 30 分 講師 江藤文彦氏 

       テーマ「リーダー強化研修 〜コーチングでコミュニケーションを強化する」 

       案内文を全会員に郵送する。 



 第 2 回学習会（2月）のテーマは虐待防止として、岡屋会長が林田俊弘氏に講師の打診を

する。 

③広報部会 

 GH 協通信 定時社員総会号を発行した。ホームページを随時更新している。 

 FaceBook ページを開設したい。 

④調査研究部会 

 全国ＧＨ団体連合会のアンケートへの協力を全会員に依頼する。学習部会の案内文にアン

ケート協力に関する文書を同封する。 

⑤地域（ブロック）部会 

【岩国・柳井ブロック】 

 別紙予定表のとおり学習会等を開催する。 

【光・下松・周南ブロック】 

 別紙予定表のとおり懇親会・勉強会を開催する。 

【防府・山口ブロック】 

 7 月 29 日に懇親会を開催した。 

 別紙予定表に変更がある。次のとおり変更 

  10 月 グループホームニコニコ創  見学会、学習会 

  12 月 グループホーム白松苑    見学会、学習会 

   2 月 グループホームあかつき苑  見学会、学習会 

   ※救命救急法講習会は中止する。 

【宇部・山陽小野田ブロック】 

 らくやの小林氏に宇部・山陽小野田ブロック活動をサポート頂き、別紙予定表のとおり見

学会・勉強会を行うことになった。開催時間については利用者の食事の時間と重なるため再

確認をする。 

【下関・萩・長門ブロック】 

 別紙予定表のとおり学習会を開催する。 

 久保田理事より、学習部会と地域部会の学習会の内容や日程が重複することについて対応

策がないかとの発言がある。対応策として、学習部会は GH 協全体の事業であるので、次年

度より早くから（総会前の５月頃）学習部会主催の学習会の内容・日程を立案することとす

る。そうすることで地域部会主催の学習会の日程や内容も決めやすくなる。日程や内容が重

複しないことで会員にも学習会参加機会が増しメリットとなる。 

（2）通信手段について（メール活用について） 

  事務局より 24 事業所から回答（8/8 現在）がある旨の報告。 

（3）年会費納入状況について 

  事務局より 113 事業所から入金済の報告がある。通帳記載の法人名とグループホーム名の



相違が多いため、未収の事業者の特定にもう少し時間を要する。未収事業者確定後、会費

納入依頼を行っていく。 

（4）役員変更登記の完了について 

  事務局より 7月 11 日の法務局への役員変更登記を申請し完了済の報告がある。ＧＨ協の

登記事項証明書を回覧。 

 

議案第２号 地域部会について  （資料Ｐ１~１０） 

（1）運営について 

 嶋田部長、長弘副部長と各ブロック長とで地域部会の運営について話し合いを行った。 

 ・学習会について 

 会員は全地域の学習会に参加できるようにする。学習会についてはアンケートをとり会員の

意見等を集約する。また、広報部との連携をとり、ＨＰにアップする。学習会の案内はシフト

の関係もあるため各ブロック早めにお知らせいただけるとありがたい。案内の方法については、

メールを活用していきたい。講師への依頼は会長名で事務局より発送する。 

 ・ブロック会費について 

 ブロック会費は年間５万円とし、年度ごとに清算する（締め日は 3 月 31 日）。過去の繰越金

含め、次年度決算時に一旦本会計に返金する。各ブロックにおいて収支報告書を作成する。 

 ・活動要項について 

 別紙地域（ブロック）部会活動要項を作成した。今後、必要に応じて要項を見直していく。 

（2）今後の予定  ※予定表参照 

 

議案第３号 研修事業について 

（1）受講料について 

  実践者研修、実践リーダー研修の受講料について自由化となった。 

  今後収支計画を立てていくことが必要であるが、会員にメリットのある金額設定をしてい

く方向で次年度に向けて検討していく。 

（2）新カリキュラムについて 

   長弘理事より新カリキュラムの概要の説明があった。新カリキュラムに対応するため、次

年度研修については早くから準備を行う必要があることを確認した。 

 

議案第４号 特別企画「研修会開催について（全国ＧＨ団体連合会会長）」について 

（資料Ｐ１１~１２） 

   岡屋会長より10月1日に全国ＧＨ団体連合会会長を招いて特別企画を行う旨の説明がある。

内容としては、団体連合会の活動内容の話をしてもらう。参加者を対象とした懇親会を開催

したい。会場については会場費が安く抑えられるということを理由に選定した。 

   特別企画を運営するにあたり、運営委員会を組織したい。委員会の構成員は会長、各部会



より１名、事務局としたい。地域部会は長弘理事が委員となる。他の部会については、後日

相談のうえ１名選出する。 

議案第５号 相談窓口について （資料Ｐ１３） 

   岡屋会長より今年度の事業計画にあげているとおり相談窓口を設置したいとの発言がある。

直接市町に相談しにくい面もあるため、GH 協においても相談窓口を設置する。相談内容は

運営に関するものとする。会員から相談があった場合、別紙資料の要領により相談者に回答

をし、回答内容はホームページに掲載していく。市町によって異なるローカルルールがある

ため注意が必要である。そのため、ホームページに掲載するにあたり、どの市町からの相談

であったかはわかるようにする必要がある。また、市町担当者によって回答内容が異なる可

能性もあるため、閲覧者の責任において最終的には行政に確認する旨の注意書きをする。 

   ホームページの閲覧は会員に限らず閲覧ができるが、相談者は会員のみとする。 

 

議案第６号 定款・会則・各種規程について 

   岡屋会長より、新しい役員の方については、GH 協の定款・会則・各種規程の確認をする

旨の要請がある。 

   講師謝金規程を除き全ての規程をホームページに掲載する。 

 

議案第７号 補足給付等要望書について（資料Ｐ１４） 

   岡屋会長よりグループホームについては補足給付がない旨の説明がある。グループホーム

についても補足給付を認めて欲しい旨の要望書を提出する。これまで提出先は３市町だけで

あったが、今後県内全市町に提出していきたい。ただ要望書を提出するだけであると市町の

反応はないため、回答を求める形式で要望書を出していきたい。 

 

議案第８号 新会員（個人会員）承認について（理事会規則第１６条２項） 

      早稲田浩士 氏  平成２８年７月１１日申込 

      異議なく入会承認された。 

 

【その他】 

・宅老所の由来、制度について意見を交換した。 

・監事の人数が１名増え３名体制となった。理事会出席については、監事間で調整いただき、出

席いただきたい。 

・次回理事会予定：平成２８年１１月 

 

 

 

 



平 成 28 年   月   日  

 

           会     長  

 

 

 

           議     長  

 

 

 

           監     事  

 

 

 

           監     事  
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平成２８年８月１日 
山口県 GH 協 
光・下松・周南ブロック会員各位 
                  光・下松・周南ブロック 

ブロック長 坂本洋一（GH せせらぎ） 

                   
平成２８年度ブロック懇親会の開催について 

 

時下、ご清栄のこととお喜び申し上げます。 
早速ですが、今年度におけるブロック懇親会を開催したいと考えております。

つきましては下記の様に日時を決めさせていただきます。 
日常のねぎらいや、新たな方との交流も踏まえ、会員相互の情報交換などの

場になればと考えております。ぜひ多くの方々の参加を頂けますと幸せます。 
つきましてはファクスでの返信で期限までに参加者名をご連絡頂ければと思い

ます。 

 
記 

日時：平成２８年 ９月２３日（金）  １９：３０～２１：３０ 
場所：敦煌周南店 
会費：お一人さま ４，５００円 
  

以上 
 

返信期限：平成２８年９月１０日（土） 

返信先 FAX：０８３４－６８－５４５４       （担当）坂本まで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・・・連絡先・・・ 

グループホームせせらぎ 

TEL：０８３４－６８－５４５４ 

FAX：０８３４－６８－５４５４ 

（担当）坂本洋一 
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９月２３日（金） １９：３０～２１：３０ 

光・下松・周南ブロック懇親会に 参  加   ・   欠  席 

 

事業所名：               

 

電話番号：                担当者氏名：            
 

参加者   

職名           氏名              

職名           氏名              

職名           氏名                 

職名           氏名              

職名           氏名              

 
 
※ 参加人数に変更がある場合は前日の１２時までにお知らせください。 
※ 当日のキャンセルについては会費を徴収させていただきますのでご承知く

ださい。 
 

ＦＡＸ：０８３４－６８－５４５４ 

グループホームせせらぎ（坂本行） 

平成２８年度 山口県宅老所・グループホーム協会 
光・下松・周南ブロック懇親会・参加申込書 

6



平成 2８年 7月 21日 

各 位 

山口県宅老所・グループホーム協会 

北浦ブロック 安藤 明子  〈公印省略〉  

       山田 真奈美 〈公印省略〉 

       岡安 哲哉  〈公印省略〉 

             久保田 美香 〈公印省略〉 

 

平成 28年度 第１回 山口県宅老所グループホーム協会 

北浦ブロックグループホーム研修会のご案内 

 

 

 時下、皆様におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、標記の事について、今年度第 1回目の研修会を実施いたします。この度の研修

会におきましては、先日行われました、総会後のブロック会議の際に提案いただいた

「レクリエーション」について計画致しました。この研修を通し、入居者への質の高

いサービス提供と職員のスキルアップ向上、情報交換の場になれば幸いです。つきま

しては、下記のとおり開催いたしますので、万障お繰り合わせの上、多数ご参加くだ

さいますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

日 時   平成 28年 8月 30日（火） 13：30 ～ 15：30 

 

場 所   〒759―4106 長門市仙崎 818番地１ ℡（0837）26‐6001 

             「ルネッサながと」 中会議室 

  

研修名   「もう悩まない、すぐに使えるグループホームレクリエーション」 

講師名   福祉レクリエーションワーカー  山田真奈美氏（ＧＨしおさい管理者） 

       

申込締切 平成 28年 8月 25日（木）まで 

 

申込・問い合わせ先   グループホーム豊田 （担当 久保田） 

            ℡ 083－767－0058  FAX 083－767－0057 

                     

参加費  山口県宅老所グループホーム協会 会員  無料   非会員  ￥3000 
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山口県宅老所グループホーム協会　下関・萩・長門ブロック

　　研修会担当　　グループホーム豊田　久保田行き

平成28年第1回　山口県宅老所グループホーム協会　下関・萩・長門ブロック研修会申込書

　　〇日時　　平成27年2月19日（木）　13：30　～　15：30平成28年8月30日（火）13：30～１5；3０

　　〇場所　　下関市豊前田町3丁目3―1　　海峡メッセ下関　805会議室長門市仙崎818番地の１ 「ルネッサながと」中会議室

電話番号

FAX番号

参加者氏名 職　種

参加者氏名 職　種

参加者氏名 職　種

参加者氏名 職　種

※事前に質問・意見等ありましたら、ご記入ください。

申込書送信先

グループホーム豊田　久保田宛　　FAX：（083）767－0057

※締切は、　　2月1５日必着　とさせて頂きますので、よろしくお願い致します。８月25日必着 とさせて頂きます。

貴ホーム名

※参加ご希望の方は、職種・氏名（意見・質問等）をご記入の上、この用紙をFAXにて送信願います。
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特別企画の学習会について 

ＧＨ連会長をお招きしてのＧＨ連の活動説明と学習会 

 

 

日時：１０月１日（土） 

   18：00～21:00の間 

場所：パルトピア山口 

懇親会 設定 

 

内容 ＧＨ連の活動説明とグループホームの在り方と今後の展望について 

 

ちらし配布：盆明け 

 

〇運営に関して 

運営委員会を組織 

運営委員：各部会より１名 
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宮崎 直人 氏 

プロフィール 

 

                               

介護支援専門員（ケアマネージャー） 

社会福祉主事 

認知症介護指導者 

 

有限会社 グッドライフ 代表 

（グループホーム アウル ２ユニット 18

名、デイサービスセンター アウル 10名 （1日）、グループホーム アウル登別館 ２

ユニット 18 名、グランデージ北湘南（安心ハウス）、居宅介護支援事業所 アウル） 

北海道室蘭市生まれ。結婚式場の営業マン、飲食店勤務を経て特別養護老人ホーム職員となり

福祉の道へ。 

 

全国グループホーム団体連合会 会長 

一般社団法人 北海道認知症グループホーム協会 会長 

北海道デイサービスセンター協議会 副会長 

日本認知症ケア学会 評議員 

 

著書 

共著 北海道監修 『痴呆性高齢者グループホーム研修テキスト』GH協議会 2001.5 

共著 中島紀恵子編著 『グループホームケア』日本看護協会出版部 2001.10.1 

共著 森 繁樹編集代表 『事例を交えて学ぶ 認知症高齢者グループホーム』中央法

規 2007.2.20 

自費出版 『魂からのメッセージ」～今日のインスピレーション～ 2009.7.27 

 

一人の心を見つめるケア（ＤＶＤ）制作 

 

趣味：魂の追求・森林浴・散歩・バードウォッチング 

特技：剣道４段 ～現在、５段を目指しています 
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相談窓口について 

 

相談内容は運営に関するものとし、原則、相談窓口は事務局と各理事とする。 

回答が介護保険制度上において明確な場合は事務局、各理事が対応することとし、対応内

容をメーリングリストで報告する。判断の難しい相談内容については理事会のメーリング

リストに上程し、審議の上、意見の集約を行い、相談者へ回答を行う。 

市町村の行政窓口や厚生労働省への問い合わせが必要な場合、当該ブロックのブロック

長、もしくは会長、副会長がこれを行う。 

 

相談内容と回答はＱ＆Ａとしてホームページに掲載する。 

相談者 

各理事 事務局 

理事会メーリングリスト 

各ブロック長、会長、副会長 

各市町村行政窓口等 

ホームページ 

この段階で対応可能な場合は対応して良いが、相談

内容と回答をメーリングリストにアップする 

Ｑ＆Ａとしてホー

ムページに掲載 
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平成２６年１１月２０日
周 南 市 長 様

要 望 書

745-1131郵便番号 〒
山口県 協事務局所 在 地 山口県周南市戸田 2806-1 GH

団 体 名 山口県宅老所・グループホーム協会一般社団法人
代表者名 会長 十 楽 浩 之
電話番号 ０９０－８９９８－８９７７

認知症高齢者グループホーム利用者の負担軽減について件名

１．要望事項

・認知症高齢者グループホームを利用する低所得者に対して、居住費等（食費・

居住費）の負担軽減を図ってもらいたい。

２．理 由

・認知症高齢者グループホームは、実態として２４時間滞在型の介護保険サービス

でありながら介護保険施設（特養・老健・療養病床）とは区別して考えられている

為に、特定入所者介護サービス費の支給による居住費等の軽減措置がありません。

一般的なグループホームの場合、利用するには所得にかかわらず月１５万円程度の

費用がかかりますが、低所得者の方が利用したいと思っても利用者の負担額が高い

為に、利用するのが困難となっております。

つきましては、認知症高齢者グループホームを利用する低所得者の負担軽減策に

ついて、市町においてご検討ください。
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介護事業者番号（必須）
※事業所を特定するものではなく、重複、成りすましの防⽌、データの整合性ために

必須 と させて頂いております。

⼊⼒して ください  /  * * * * *

事業所 所在地 地域をお答えください。

■北海道地⽅
北海道

■東北地⽅
⻘森県　 岩⼿県　 宮城県　 秋⽥県　 ⼭形県　 福島県　

■関東地⽅
茨城県　 栃⽊県　 群⾺県　 埼⽟県　 千葉県　 東京都　 神奈川県　

■中部地⽅
新潟県　 富⼭県　 ⽯川県　 福井県　 ⼭梨県　 ⻑野県　 岐⾩県
静岡県　 愛知県　

■近畿地⽅
三重県　 滋賀県　 京都府　 ⼤阪府　 兵庫県　 奈良県　 和歌⼭県　

■中国地⽅
⿃取県　 島根県　 岡⼭県　 広島県　 ⼭⼝県　

■四国地⽅
徳島県　 ⾹川県　 愛媛県　 ⾼知県　

■九州地⽅
福岡県　 佐賀県　 ⻑崎県　 熊本県　 ⼤分県　 宮崎県　 ⿅児島県　

■沖縄地⽅
沖縄県

未回答

全国グループホーム団体連合会加盟の地域の協会・協議会等の会員事業所であるかお答えください。
※下記の加盟団体⼀覧をご参照ください

はい いいえ 未回答

加盟団体 ⼀覧
■北海道地⽅
　 ・（社）北海道認知症グループホーム協会
■東北地⽅
　 ・⼭形県認知症⾼齢者グループホーム連絡協議会　・（特）宮城県認知症グループホーム連絡協議会
　・（特）福島県認知症グループホーム連絡協議会
■関東地⽅
　 ・ (特）茨城県地域密着型介護サービス協議会　・群⾺県地域密着型サービス連絡協議会　
　 ・⼭梨県グループホーム協会　・東京都地域密着型協議会
■中部地⽅
　 ・（特）⻑野県宅⽼所・グループホーム連絡会　 ・（特）岐⾩県グループホーム協議会
■近畿地⽅
　 ・三重県地域密着型サービス協議会 　 ・淡海グループホーム協議会（滋賀県）
　・（特）京都府認知症グループホーム協議会
■四国地⽅
　 ・⾼知県宅⽼所・グループホーム連絡会

1/228 -1-

2016/07/28http://gh-japan.net/question/q28/handlerpro.cgi
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